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１７日（月）２時間目、後期の始業式を行いま

した。それぞれの学年にとって、来年度のために

充実させたい後期です。自己分析から課題を見つ

けて自分が取り組むべきことを決め、計画を立て

て実践していきましょう。

代表生徒の発表内容を紹介します。

前期の振り返りと後期の抱負

３年５組 〇〇 〇

私にとって前期を一言で表す

と「成長」です。なぜかという

と、今までできなかった積極的

に行動することができたからで

す。

例えば、三年生になって初め

て同じクラスになった人にも自

分から声をかけたり、学習で分

からないことがあったときは、先生に聞いたり

するようになりました。これまでの私は、人見

知りということもあり、自ら行動できた時が少

なかったように思います。ほんの少しかもしれ

ませんが、「成長」を実感できてとても嬉しく思

っています。また、何事にも全力で取り組むこ

とができたことも成長できた理由の一つです。

ＴＴや体育祭、合唱練習などに本気で取り組む

ことができました。特に、合唱練習では仲間と

共に一生懸命に練習して全校最優秀賞をとるこ

とができました。これからも、様々な制限があ

る中でも、中学校生活最後の行事に全力で取り

組み、後悔のないようにしたいです。

修学旅行も制限のある中で行くことができま

したが、学級だけでなく大空11学年のみんなと

楽しみ、最高の思い出を作ることができました。

何より、得たものがたくさんありました。例え

ば、震災学習では、当たり前にあるこの日常が、

突然一瞬にして壊されてしまう恐ろしさを知り

ました。その後に国語で学習した「挨拶―原爆

の写真に寄せて」という詩でも、今ある当たり

前は当たり前ではないということに気付き、今

あるもの全てに感謝し、一日一日を大切に過ご

していきたいと思うようになりました。

後期は、本格的に進路を考え、自分の目標を

達成するためにひたすらに努力し続けなければ

なりません。前期で学んだことを生かしながら、

学級目標である「雲外蒼天・努力して苦しみを

乗り越えた先には素晴らしい世界が広がってい

る」ことを信じて、仲間と最高の景色を見るた

めに努力し続けたいです。また、これまで支え

後期 始業式
てくれた家族や先生方、仲間に結果で恩返しが

できるよう、後期もこれまで以上に成長し続け、

目標とする高校に合格できるように力を尽くし

たいです。そして、後悔することなく笑顔で卒

業式を迎えることができるよう、大空11の仲間

と共に一日一日を大切に過ごしていきたいです。

前期が終わり、後期を迎える時期に合わせて、

集会時の校歌等の指揮者と伴奏者（ピアノ）の退

任と就任の会を行いました。 指揮者:〔指〕

伴奏者:〔ピ〕

左から…

〇〇〇〇さん〔ピ〕

〇〇〇〇〇さん〔ピ〕

〇〇〇〇さん〔指〕

【退任する３年生 お疲れ様でした！感謝！】

【就任する２年生 よろしくお願いします！】
左から、〇〇〇〇さん〔ピ〕、〇〇〇〇さん〔ピ〕

〇〇〇〇さん〔指〕、〇〇〇〇さん〔指〕

前期終業式で発表

してくれた〇〇〇さ

ん（12）【左】と〇

〇〇さん(24)です。

式が午後に行われた

ため、前号に写真を

掲載することができ

ませんでした。

１７日から１１月７日（月）まで、本校で教育

実習を行うお二人を紹介します。

先生になりたいとい

う動機がしっかりして

いて感心しました。将

来、美郷町で先生とし

て働いてほしい人材で

す。どうか、よろしく

お願いします！

【左:〇〇先生 右:〇〇先生】

ありがとうございました！
よろしくお願いします！

教育実習生


